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	応用
	抗原情報
	背景
	真核生物の合成開始因子2B（EIF2B）は、タンパク質合成に必要な5つの異なるサブユニットからなるGTP交換因子です。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、4番目のサブユニット、すなわちデルタサブユニットです。この遺伝子の欠陥は、白質消失を伴う白質脳症（VWM）および卵巣白質ジストロフィーの原因となります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：EIF2B4の欠陥は、白質消失を伴う白質ジストロフィー（VWM）の原因です[MIM:603896]。VWMは、主に小児に発生する白質ジストロフィーです。神経学的徴候には、進行性小脳失調症、痙性、不定性視神経萎縮、および比較的保たれた精神能力などがあります。この疾患は慢性進行性で、ほとんどの患者において、発熱性感染症や軽度の頭部外傷後に急速な悪化を繰り返します。小児期発症が最も一般的ですが、重症型の中には出生時に明らかなものもあります。ケベック州とマニトバ州のクリー族とチッペワヤン族に見られる重症の早期発症型は、クリー白質脳症と呼ばれます。軽症型は、青年期または成人期まで症状が明らかにならない場合があります。軽症型で青年期まで生存する女性の中には、卵巣機能不全を呈する人もいます。この疾患の亜型は、卵巣白質ジストロフィーと呼ばれます。,機能：真核生物開始因子2に結合したGDPとGTPの交換を触媒します。,類似性：EIF-2Bのα/β/δサブユニットファミリーに属します。,サブユニット：α、β、γ、δ、εの5つの異なるサブユニットからなる複合体です。,
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	EIF2B4抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはEIF2B4ペプチドでブロッキングされている。
	

	EIF2B4 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

